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理する

ン
サ
ー
や
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
Ｉ

Ｃ
Ｔ

（情
報
通
信
技
術
）
を

利
用
し
て
効
率
的
な
上
下
水

道
の
運
営
を
図
る

「
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ー
タ

ー
」
ビ
ジ
ネ
ス
に
、
水
道
関
連
企
業
や
Ｉ

Ｔ
企
業
が
相
次
い
で
参
入
し
て
い
る
。
上

下
水
道
の
老
朽
化
に
直
面
し
て
い
る
先
進

国
の
都
市
部
や
、
新
し
い
都
市
の
建
設
が

進
む
新
興
国
で
は
、
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ー
タ

ー
の
需
要
が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
急

激
な
人
口
増
加
と
経
済
発
展
で
深
刻
化
す

る
世
界
的
な
水
不
足
問
題
の
解
決
手
段
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

今
年
１
月
、
プ
ラ
ジ
ル
の
水
不
足
問
題

が
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。
特
に
人
日
の
集

中
が
進
む
都
市
部
で
深
刻
な
渇
水
が
発
生

し
て
お
り
、
今
夏
の
サ
ッ
カ
ー

・
ワ
ー
ル

ド
カ
ツ
プ
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
だ
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
水
不
足
の
原
因
は
、
早
魃
や

大
量
の
水
を
使
う
都
市
建
設
、
そ
し
て
上

水
道
か
ら
の
膨
大
な
水
漏
れ
で
あ
る
。
漏

水
は
老
朽
化
や
杜
撰
な
施
工
に
よ
る
水
道

管
の
破
損
な
ど
で
起
こ
る
。
２
０
１
２
年

の
プ
ラ
ジ
ル
の
漏
水
率
は
４０
％
と
、
作
ち

嘉彎
確
一

た
水
の
３
～
４
割
が
無
駄
に
失
わ
れ
て
い

る
。
水
を
作
る
に
は
巨
大
な
浄
水
場
な
ど

を
常
時
稼
働
さ
せ
る
電
力
が
必
要
で
、
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
は
馬
鹿
に
な
ら
な

い
。
漏
水
に
よ
る
経
済
損
失
は
大
き
い
。

こ
れ
は
新
興
国
の
都
市
部
に
共
通
の
問

題
だ
。
ま
た
、
欧
米
の
多
く
の
都
市
で
は

老
朽
化
し
た
水
道
設
備
の
更
新
の
時
期
を

迎
え
て
い
る
。
普
及
率
９７
ｏ
５
％
の
日
本

の
上
水
道
も
、
高
度
成
長
期
に
作
ら
れ
た

も
の
が
多
く
、
老
朽
化
対
策
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

定
期
点
検
で
管
路
の
破
損
箇
所
を
見
つ

け
出
し
て
改
修
す
る
保
守

・
管
理
業
は
熟

練
の
技
術
を
必
要
と
し
、
ど
こ
も
管
路
の

規
模
に
対
し
て
人
員
が
足
り
な
い
状
況

だ
。
し
た
が
つ
て
、
改
修
は
事
後
対
応
に

な
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
ま
た
、
水
道

の
運
営
主
体
で
あ
る
自
治
体
は
ど
こ
も
、

財
政
難
か
ら
維
持
費
の
捻
出
に
四
苦
八
苦

し
て
い
る
。
過
剰
な
水
道
イ
ン
フ
ラ
は
自

治
体
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

見
え
る
化
で
作
業
効
率
高
め
る

そ
こ
で
、
１
９
９
０
年
代
ご
ろ
か
ら
欧

米
の
自
治
体
や
水
道
管
理
を
委
託
さ
れ
た

企
業
で
は
、
保
守

・
管
理
に
セ
ン
サ
ー
な

ど
を
活
用
し
、
効
率
的
に
水
道
管
の
問
題

箇
所
を
見
つ
け
出
す
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
。
２
０
０
０
年
代
後
半
に
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
プ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

（大
容
量

通
信
）
環
境
が
整
っ
た
。
セ
ン
サ
ー
で
水
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道
設
備
の
状
態
を
日
常
的
に
チ

エ
ツ
ク

し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
蓄
積

し
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ

め
問
題
箇
所
を
特
定
す
る
こ
と
で
深
刻
な

状
態
に
至
る
前
に
修
理
が
可
能
に
な
っ

た
。
実
際
に
欧
州
で
は
漏
水
率
を
大
幅
に

低
減
さ
せ
た
成
功
例
が
出
て
い
る
。

日
本
で
は
下
水
道
運
営
の
民
間
委
託
は

約
５０
％
ま
で
進
ん
だ
が
、
上
水
道
は
２５
％

し
か
進
ん
で
い
な
い
。
運
営
は
い
ま
だ
に

地
方
自
治
体
が
握
っ
て
い
る
。
委
託
先
企

業
を
含
め
る
と
数
百
と
い
う
運
営
主
体
が

あ
る
が
、
Ｉ
Ｔ
化
の
遅
れ
で
効
率
的
な
経

営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
一十一甲
え
な
い
。
こ

の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ー
タ
ー
の
ニ
ー

ズ
拡
大
を
見
込
ん
だ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
強
み
を

持
つ
電
機

・
Ｉ
Ｔ
企
業
や
水
道
関
連
企
業

が
、
市
場
開
拓
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

大
手
電
機
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
、
ス
イ
ス
の
漏

水
検
知
装
置
メ
ｌ
ヵ
ｌ
、
グ
ー
タ
ー
マ
ン

社
と
提
携
し
た
。
グ
ー
タ
ー
マ
ン
社
は
音

響
技
術
を
使
っ
た
漏
水
検
知
セ
ン
サ
ー
で

高
い
世
界
シ
ェ
ア
を
持
つ
。
同
社
の
セ
ン

サ
ー
は
、
水
道
管
漏
水
時
に
発
生
す
る
特

殊
な
周
波
数
の
音
を
検
知
し
て
水
道
管
の

破
損
箇
所
を
特
定
す
る
。
セ
ン
サ
ー
は
充

電
な
し
で
約
５
年
間
使
え
る
電
池
と
デ
ー

タ
記
録
用
の
メ
モ
リ
ー
を
搭
載
し
て
い

る
。
円
筒
の
底
に
付
い
た
磁
石
で
鉄
製
の

水
道
管
に
接
着
す
る
。
こ
れ
を
約
２
０
０

周
間
隔
で
水
道
管
に
取
り
付
け
る
と
漏
水

箇
所
を
誤
差
１
厨
の
精
度
で
探
し
出
す
。

こ
の
セ
ン
サ
ー
を
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
ク
ラ
ウ
ド
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技
術
と
組
み
合
わ
せ
る
。
セ
ン
サ
ー
が
収

集
し
た
デ
ー
タ
は
１
日
１
回
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
に
送
信
さ
れ
る
。
監
視
員
は
パ
ソ

コ
ン
上
で
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
組
み
込

ま
れ
た
水
道
の
管
路
図
と
セ
ン
サ
ー
の
位

置
、
水
道
管
が
発
す
る
音
の
周
波
数
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。
周
波
数
が
あ
る
開
値

を
超
え
る
と
、
画
面
上
に
点
で
示
さ
れ
た

セ
ン
サ
ー
の
色
が
変
わ
る
。
色
の
変
化
で

修
理
の
緊
急
度
を
確
認
し
作
業
の
優
先
順

位
を
決
め
て
い
く
仕
組
み
だ
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
交

通
ｏ
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
部
の
福
島

慶

・
第
ニ
シ
ス
テ
ム
部
長
は

「従
来
は
聴

診
器
を
地
面
に
当
て
て
漏
水
箇
所
を
探
し

て
い
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

「見
え
る
生

で
作
業
効
率
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
」
と
話

す
。
同
社
は
１４
年
度
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
市

場
投
入
し
、
水
道
事
業
を
管
轄
す
る
自
治

体
な
ど
か
ら
の
受
注
を
見
込
む
。

収
集
し
た
膨
大
な
デ
ー
タ

（ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
）
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
道
が
あ

る
。
例
え
ば
、
地
域
ご
と
の
漏
水
状
況
を

可
視
化
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
こ
に
水

道
管
の
設
置
年
や
メ
ー
カ
ー
、
施
工
会
社

な
ど
各
種
デ
ー
タ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
自
治
体
ご
と
の
水
道
管
の
特
徴
や

適
切
な
維
持
管
理
方
法
が
把
握
で
き
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
作
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
、
事
後
対
応
か
ら
事
前
対
応
へ
と
変
わ

る
。
小
ま
め
な
点
検
に
よ
っ
て
水
道
事
業

資
産
の
約
７
割
を
占
め
る
水
道
管
の
改
修

頻
度
を
減
ら
す
こ
と
で
、
設
備
投
資
コ
ス

ト
が
圧
縮
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
水
道
業
界
で
は
、

そ
も
そ
も
デ
ー
タ
が
少
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
国
土
交
通
省
が
昨
年
行
っ
た
地

方
自
治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

公
共
施
設
の
点
検
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い

る
と
い
う
結
果
が
出
た
。
特
に
日
本
の
水

道
維
持
管
理
会
社
は
、
部
品
の
所
在
や
使

用
年
数
な
ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い

な
い
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
て
い
て
も
、
部
品
ご
と
に
個
別
の

番
号
を
付
け
て
管
理
す
る
従
来
の
や
り
方

で
は
、
専
任
チ
ー
ム
が
必
要
と
な
リ
コ
ス

ト
負
担
が
大
き
い
。

デ
ー
タ
管
理
の
効
率
化
も
ス
マ
ー
ト
ウ

オ
ー
タ
ー
の
範
疇
だ
。
上
下
水
道
処
理
大

手
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
舎
曇
曇
Ｔ
Ｉ
ヽ
田
区
）

が
■
年
に
販
売
開
始
し
た

「ウ
オ
ー
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
・
ク
ラ
ウ
ド

（Ｗ
Ｂ
Ｃ
と

は
、

事
業

・
部
署
横
断
型
の
デ
ー
タ
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
は
、
浄
水
場
、
区
画
、
部
屋
、

部
品
と
い
う
よ
う
に
階
層
化
し
、
部
品
の

所
在
を

「Ｕ
Ｒ
Ｉ
」
と
い
う
、
ネ
ッ
ト
の

「Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
に
相
当
す
る
住
所
に
よ
っ
て
管

理
す
る
こ
と
で
、
作
業
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

上
で
簡
単
に
探
し
出
せ
る
よ
う
に
し
た
。

点
検
記
録
は
作
業
員
が
そ
の
場
で
タ
プ
レ

ッ
ト
に
直
接
入
力
す
る
と
、
フ
ェ
イ
ス
プ

ッ
ク
の
よ
う
な
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上
に
記
録

が
蕃
不
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。
同
社
の
中
村

靖

・
Ｗ
Ｂ
Ｃ
担
当
役
員
は

「Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
点

検
デ
ー
タ
を
時
系
列
で
表
一不
し
、
部
品
の

劣
化
状
態
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
更
新

時
期
が
明
確
に
な
り
、
改
修
計
画
も
立
て

や
す
く
な
る
」
と
一一一甲
つ
。

今
後
、
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ー
タ
ー
は
世
界

的
な
需
要
が
増
す
と
予
想
さ
れ
、
米
Ｉ
Ｂ

Ｍ
や
米
Ｇ
Ｅ
な
ど
海
外
の
巨
大
資
本
も
本

格
参
入
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
今
年
、

１２

億
ド

ル
（約
１
２
０
０
億
円
）
で
世
界
１５
カ

国
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、

１５
年

ま
で
に
ク
ラ
ウ
ド
拡
充
の
た
め
１０
億

ル
ド

（約
１
０
０
０
億
円
）を
投
資
す
る
と
発
表

し
た
。
こ
れ
は
同
社
が
０８
年
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る

「
ス
マ
ー
タ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」

構
想
へ
の
投
資
だ
。
同
構
想
は
地
球
規
模

で
起
こ
る
複
雑
な
環
境
問
題
の
た
め
の
、

高
度
な
情
報
処
理
で
、
こ
れ
に
は
水
資
源

管
理
も
含
ま
れ
る
。

Ｎ

Ｅ

Ｃ

の
漏

水

検

知

セ

ン

サ

ー

既
得
権
の
壁
を
越
え
ら
れ
る
か

過
剰
な
イ
ン
フ
ラ
を
抱
え
る
日
本
の
水

道
事
業
は
、
規
制
緩
和
を
進
め
な
け
れ
ば

財
政
逼
迫
は
避
け
ら
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
、
革
新
的
な
事
例
も
出

て
き
て
い
る
。
水
道
設
備
の
維
持
を
タ
プ

レ
ッ
ト
端
末
で
一
元
管
理
す
る

「
ス
イ
ン

グ
ウ
オ
ー
タ
ー
・ネ
ッ
ト

（Ｓ
Ｗ
Ｎ
と

を

展
開
す
る
水
処
理
大
手
の
水
ｉ
ｎ
ｇ

（東

京
都
港
区
）
は
１２
年
、
広
島
県
と
共
同
出

資
し
て
水
道
事
業
会
社
「水
み
ら
い
広
島
」

を
設
立
し
た
。
同
社
は
県
か
ら
浄
水
場
の

運
営
を
委
託
さ
れ
た
。
出
資
比
率
は
水
ｉ

ｎ
ｇ
側
が
６５
％
と
多
く
、
運
営
を
主
導
す

る
。
半
官
半
民
の
水
道
事
業
会
社
で
、
民

間
企
業
が
株
式
の
過
半
を
握
る
の
は
日
本

で
初
め
て
と
い
う
。
水
み
ら
い
広
島
は
全

国
の
自
治
体
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

水
・・
ｎ
ｇ
２
吾
塁
幅
一
〓
彗
サ
は
、
東
箔
一

事
業
の
再
構
築
に
は
、
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
効

率
的
な
資
産
管
理
が
必
要
。
ま
ず
は
同
社

の
４
０
０
を
超
え
る
維
持
管
理
事
務
所
に

Ｓ
Ｗ
Ｎ
を
投
入
す
る
」
と
話
す
。

日
本
の
水
道
事
業
を
担
う
１
３
５
０
自

治
体
は
、人
口
減
少
や
企
業
の
海
外
移
転
、

節
水
機
器
の
普
及
に
よ
る
水
道
料
金
減
少

と
、
更
新
費
用
や
耐
震
化
、
維
持
管
理
費

の
増
加
に
苦
し
む
。
政
府
は
日
本
の
水
道

を
守
る
た
め
に
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ー
タ
ー
の

普
及
を
真
剣
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。３
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